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概要 

 2017年9月、貨物自動車運送事業法と道路運送法に関連する新たな通達 

 バス・タクシー・トラックが旅客と貨物の運送を兼ねることが可能 

 荷物の最大３５０Kgの制限緩和 

画像引用元 
https://www.nikkei.com/article/DGKKASFS11H2W_S7A710C1MM8000/ 



他路線の事例 

 各バス会社と地方自治体が協業し、実証実験がスタート 

 －飛騨高山と京王バスの実証実験。輸送した農産物は京王ストアにて販売 

 －常陸太田市と茨城交通。トラックへ乗り換えて中野区のスーパーへ配送 

画像引用元 
https://trafficnews.jp/post/78528 画像引用元

http://www.yomiuri.co.jp/eco/feature/CO0055
63/20170110-OYT8T50002.html 



当取組での狙い 

 諏訪ー新宿ルートの高速バスを活用し、都市圏への農産物輸送を検討 

 首都圏への販路拡大に向けた企画を検討したい 

生産者 高速バス 産地直送マルシェ 等 

長野県諏訪エリア アルピコ交通 
京王バス 等 

都内の 
マルシェイベント 



アルピコ交通の高速バスルート（東京方面） 

 諏訪地方のバスルートとして、東京方面では新宿行きバスがある 

 早朝バスで岡谷駅からバスタ新宿までのバスルート 

4:46岡谷 

8:05新宿 

今回は東京への農産物流通を検討 

https://www.alpico.co.jp/access/express/suwa_shinjuku/ 



[参考]アルピコ交通の高速バスルート（大阪方面） 

 諏訪地方のバスルートとして、大阪方面のルートもある 

 夜行バスで八ヶ岳（茅野）から大阪までのバスルート 

22:30茅野 

6:50大阪 

https://www.alpico.co.jp/access/express/suwa_osaka/ 



諏訪地方の特産物候補（要調査） 

 産地直送が成立する農産物を選択する必要がある 

 －八ヶ岳農場直売所 

 －たてしな自由農園 等 

 早朝の高速バス輸送に協力いただける生産者を募る必要がある。 

http://www.shunchan-nagano.net/map/area/suwa 

候補地 

たてしな自由農園 

宮坂高原野菜直売所 

蔦木宿てのひら感 

八ヶ岳中央農業大学校直売所 

諏訪湖果樹園 

JA夢マーケット 



都内販売について 

 東京に配送した際、東京での店舗を確保することが難しい。 

 東京での販売チャネルを持っている企業と協業する必要がある 

 マルシェ企画会社もしくは朝食バイキング付のホテルへの提案を検討 

 

産地直送マルシェ ホテルの朝食バイキング 



配送費 

 ゆうパックとヤマトの配送費を比較 

 高速バスでの配送料について、同価格帯で検討する必要があると思慮 

 ゆうパック、ヤマトと比較すると、キロ単価70円程度が相場だと思慮 

 →高速バス会社と要件を詰める必要あり 

ゆうパック 
長野⇒ 関東（30kgまで） 

午前中指定まで 

60サイズ 740円 

80サイズ 970円 

100サイズ 1,180円 

120サイズ 1,400円 

140サイズ 1,610円 

160サイズ 1,830円 

170サイズ 2,140円 

ヤマト サイズ 重量 関東 

信越 

60 2kg 756 

80 5kg 972 

100 10kg 1188 

120 15kg 1404 

140 20kg 1620 

160 25kg 1836 



高速バスの積荷イメージ 

 自治体もしくは農家ごとに、カギ付きのクーラーボックスを使用 

 バス会社は輸送のみ、中身の鮮度・品質は各事業者で担保することで、 

  双方の責任を明確化する必要がある 

諏訪 茅野 

積み下ろしを担当する
のは、チャネルの 

担当者 


